
感染症情報 ７月１７日～２３日

④咽頭結膜熱

②感染性胃腸炎

⑤ＲＳウイルス感染症

５２０例（堺市 

２８５例（堺市 ２７例）
２８４例（堺市 ２３例）

前週比１８．６％減の２，２１５件の報告数であった。ヘルパンギー
ナは府下で３５％減、堺市で１２０例→７６例であった。定点当たり
は府下が４．７７→３．１１で、堺市は６．３２→４．００。感染性胃腸炎
が府下で前週比１６％減、堺市で前週５８例→今回３６例であった。
溶連菌感染症が府下が１１％減、堺市で前週５３例→今回４０例。
咽頭結膜熱が府下で３１％増、堺市で前回２１例→今回２７例。
ＲＳウイルス感染症が府下で１２％減、堺市で３９例→２３例であっ
た。定点当たり大阪府が１．６６→１．４６、堺市が２．０５→１．２１。
インフルエンザが府下で前週２６７例→２５３例で５％減、堺市で
前週１９例→今回２６例であった。定点当たり大阪府は０．９０→
０．８５、堺市で０．６６→０．９０であった。

３６例）
③溶連菌感染症 ３７５例（堺市 ４０例）

７６例）

府下２９７医療機関（堺市２９）から

府下小児科１９４医療機関（堺市１９）から

①ヘルパンギーナ ６０４例（堺市

２５３例（堺市インフルエンザ ２６例）

府下２９７医療機関（堺市２９）から

４，０２８例（堺市新型コロナウイルス感染症 ４６７例）

 新型コロナウイルス感染症の定点報告は、大阪府で前週
３，０３６例→今回４，０２８例で３３％増、定点当たり１０．２２→
１３．５６に、堺市は前週３４６例→今回４６７例で３５％増、定点当た
り１１．９３→１６．１０であった。大阪府のブロック別の定点当たりで
は、堺市ブロックは２番目に多い。

大阪府定点 １３．５６ 堺市定点 １６．１０

 麻疹や風疹の報告はなかった。

大 阪 府 の 年 齢 層 別 の 報 告 数
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以上

合計

１４２ ２６９ ３１０ ７９７ ４６５ ３８０ ４０４ ４３７ ２５８ ３１０ ２５６ ４０２８
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